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　平戸市総合運動公園で「第13回平戸市小学校陸上
競技大会」が開催され、市内の17校から５・６年生
約500人が参加し、100ｍ・200ｍ・800ｍ・60ｍ
ハードル・400ｍリレー・走り幅跳び・走り高跳
び・ソフトボール投げの計８種目で熱戦が繰り広げ
られました。
　児童たちは、この日に向けて練習してきた成果を
発揮すべく、ベストをつくし頑張っていました。ま
た、会場では、学校の仲間や応援に駆け付けた家族
が大きな声援を送っていました。
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　田平町古梶免に市が造成する工業団地の起工式が
工事関係者や地元市議などが出席し行われました。
　工業団地は、西九州自動車道からアクセスが良い
位置にある市有地と民有地の山林を、総工費約３億
６千万円をかけて開発し、平成30年10月に完成予
定、平成31年３月に分譲を開始する予定です。
　また、市では分譲に向けて関東や東海地方の自動
車関連製造業や精密部品メーカ－を中心に、誘致活
動を行い、約100人規模の新たな雇用の創出を目指
しています。

　「ひらどツーデーウォーク2017Vol.11」が開催さ
れました。７日は生月コース、８日は平戸・田平
コースに、市民の皆さんや市外からの参加者延べ
2,018人が参加し、５kmから30kmまでの全７
コース（エコトレッキング４コース）を完歩目指して
歩きました。
　出発式では生月勇魚捕唄保存会Jrによる太鼓の披
露などで、会場を盛り上げました。2日間とも爽や
かな天候に恵まれ、参加者は平戸の風景を楽しみな
がら歩いていました。
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　「安心・安全・防災まつりｉｎいきつき 2017」
（生月地区まちづくり運営協議会主催）が生月支所前
漁港用地などで開催されました。
　イベントは、地域住民の防災意識の向上を目的に
行われ、会場では、長崎県警察音楽隊・カラーガー
ド隊が演奏を行ったほか、警察車両や白バイなどを
展示。また、平戸市消防本部と生月地区消防団によ
る消防車両の展示や、はしご車も出動。さらに、地
震体験できる車も設置されるなど、来場した皆さん
は貴重な体験を通して、防災意識を新たにしました。
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　乳がんについての正しい知識の啓発と乳がん検診
の受診を推進するため、ピンクリボン・ひらどAI・
AI・AIが、10月１日の「ピンクリボンデー」にあわ
せて、啓発運動を実施しました。
　当日は、平戸オランダ商館のライトアップを行い、
それに先立ち市長、議長、柿添病院長を来賓に向か
え点灯式が行われました。大勢の皆さんが参加し盛
大な点灯式となりました。
　「ピンクリボン」とは、乳がんの早期健診・発見・
治療の大切さを伝えるシンボルマークです。
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　川内港に、３年ぶりとなるクルーズ客船「ぱし
ふぃっくびいなす」が寄港しました。
　日本クルーズ客船（株）が企画する「秋の日本一周
探訪クルーズ」で日本各地を訪れており、平戸には
午前６時30分に川内港の沖へ停泊。約200人の乗
船客が市内の観光スポットをツアーなどで巡り、午
後５時30分過ぎに川内港を出港しました。
　また、船内では歓迎レセプションとして平戸神楽
も披露され、乗船客の皆さんは平戸神楽の圧巻の演
舞に魅了されていました。
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　平戸市民病院で、市の指定天然記念物「獅子のア
コウの木」を描いた油彩画の贈呈式が行われました。
　西海市出身で、現在茨城県在住の松尾治さんが製
作したこの油彩画は、市内の巨木の会から紹介して
もらい、約３カ月かけて描いたということでした。
　贈呈式で松尾さんは「このような市民病院の一番
目立つロビーに展示していただきとてもありがたい
です。訪れた皆さんがこの絵を見て躍動感を感じて、
実際現地に行ってもらえるよう観光振興にも役立て
てほしいですね」と話しました。
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　平成24年から平戸市とオランダノールトワイケ
ルハウト市姉妹都市交流事業の一環として始まった、
両国の高校生短期留学の相互交流で、今回第６期生
12人が平戸を訪問しました。
　期間中は、ホームステイや学校訪問、絵付け体験
や浴衣を着て平戸の街並みを散策したりと異なる文
化を体験し、最終日には生徒たちが、今回の留学で
学んだことや体験したことを発表しました。
　来年の３月には今回ホストファミリーで受け入れ
た家庭の生徒が、オランダへ訪問します。
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